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公益事業 

 

教科書研究センター創立 50周年記念事業 

 

（１）広めよう深めよう「教科書を使って探究学習」コンクール 2026の募集告知等 

様々な情報やヒントが詰め込まれた教科書を探究的な学習のどこかの段階で効果的に使っ

て学習の質を高めた学習成果を募集するコンクールを行うこととし、周知のためウェビナーを

開催した。 

① 第１回ウェビナーの開催 令和 7年 12月 12日（金）16時～ 

「探究的な学びの質を高める教科書活用とは」 

② 第２回ウェビナーの開催 令和 8年 2月 27日（金）16時～ 

「教科書は『問い』と『方法』の宝庫～探究が生まれ育つ土壌の作り方～」 

（参考）作品受付 令和 8年 12月 1日～ 

 

（２）創立 50周年記念式典の企画・立案 

日時：令和 8年 11月 6日（金）13時 30分～ 

場所：ホテルルポール麹町（千代田区） 

記念式典・記念講演・祝賀会に向けた準備を進めた。 

 

（３）教科書研究センター紀要「教科書研究」（仮称）の創刊 

当センターで実施している大学院生論文助成事業の助成を受けた論文、若手研究者研究助

成事業の助成を受けた研究の成果に係る論文、委託研究の研究成果等を掲載した教科書研究

センター紀要「教科書研究」（仮称）を創刊するための準備を進めた。 
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【事業Ⅰ】教科書図書館の設置・運営 

 

（１）教科書図書館のリニューアル 

閲覧室の改修と開架書架の増設、閲覧机・椅子等の入れ替えを行い、利用環境の充実・向上

を図った。 

 

（２）令和 7年度使用教科書等の受贈 

各教科書発行者 21社より、令和 7年度使用開始中学校教科書 135件 270点及び教師用指導

書、高等学校教科書 1件 2点及び教師用指導書、特別支援教科書 6件 12点及び教師用指導書

の寄贈を受けた。 

 

（３）教科書検定通年公開のための常設展示場の設置 

令和 8年度から使用される中学校及び高等学校教科書の検定に係る申請図書、見本本等に関

する資料を展示公開した。 

 

（４）教科書等の収集・整理・保管及び教科書図書館の運営 

小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の教科書及び教師用指導書、並びにこれらに関

連する図書、外国の教科書、その他教育研究資料等を収集、整理、保管し、教科書発行者や教

科書関係者等の利用に供した。 

（開館日…年末年始及び休日を除く月・火・水曜日。） 

 

① 資料の受入れ（令和 7年 4月～令和 8年 3月） 

・教 科 書 299件 

・指 導 書 668件 

・副  読  本                   5件 

・外国教科書 720件 

・教育・研究資料 26件 

   小    計 1,718件 

 （開館以来累計） 160,446件 

 

② 図書館利用状況（令和 7年 4月～令和 8年 3月） 

・開館日 123日 

・閲覧者 1,556人 （１日平均 12.6人） 

・複写（カラー、マイクロフィッシュを含む） 1,149件／41,214枚 

・写真・動画撮影 161件／6,864カット 
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（参考）利用者内訳 

年度 
区分 

令和 7年度 令和 6年度 

教科書発行者 

小中高教員 

学 生 

研 究 者 

出版放送関係 

その他一般 

 49人 （3％） 

 100人 （6％） 

 661人 （43％） 

 312人 （20％） 

 104人 （7％） 

 330人 （21％） 

 124人 （6％） 

 160人 （8％） 

 894人 （43％） 

 382人 （18％） 

 110人 （5％） 

 424人 （20％） 

計 1,556人 2,094人 

 

 

③ 教科書等 PDF化作業 

現在及び今後の図書館資料の劣化、破損等を考慮し、古い教科書から順次 PDF化作業を実

施した。 

・令和 8年 1月～2月 教科書等 970件  

 

④ 外国教科書等の受贈・寄贈 

ア．受贈図書 

韓國教科書協会より小中高教科書 459冊を受贈。人民教育出版社（中国）より高校教科書 90

冊を受贈。康軒文教事業股份有限公司（台湾）より中学校教科書 18冊を受贈。國家教育研究院

教科書圖書館（台湾）より小学校教科書 99冊を受贈。 

 

イ．寄贈図書 

外国教科書相互交換として、國家教育研究院教科書圖書館（台湾）、康軒文教事業股份有限公

司（台湾）、社團法人韓國教科書協会（韓国）、韓國教科書研究財団（韓国）の 4団体それぞれ

に、令和 7年度使用の中学校教科書 60冊を寄贈。 

 

⑤ 外国教科書の取扱い 

平成 29年度モラロジー研究所から寄贈された外国教科書（97か国約 6,700冊）の受け入れ

を引き続き進めた。 

 

（５）インターンシップ受入れ 

本年度は希望がなかったため受け入れを行わなかった。 
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【事業Ⅱ】教科書に関する調査研究 

 

１．教科書に関する調査研究 

（１）教科書の在り方 

① 教科書の在り方と望ましい役割に関する研究 

対話的な学びを促進し、学習者自身による知の創造を可能とするモデル教科書を開発し、

学習者を中心とした学習観や授業観に基づく教科書の役割や機能、望ましい在り方について

調査研究を行った。（３年計画２年次） 

研究者 山内 敏男 兵庫教育大学社会系教科マネジメントコース教授 他 

 

（２）検定教科書の活用 

① 教科書研究センターの研究成果物を教材とした大学・大学院のシラバス開発と授業実践に関

する研究－国語科教職課程関連科目を中心として－ 

教科書研究センターの刊行物「“新しい”教科書の使い方」を教材として使う大学・大学院教

職課程関連科目におけるシラバスを作成し、授業実践を行うとともに、その効果に関する実践

的実証的な事例研究を行った。（３年計画３年次） 

研究者 松本 修  元玉川大学大学院教授 他 

 

② 子供主体の学びにおける教員養成課程の学生を対象とした教科書の使い方に関する実践研究 

教員養成課程の学生を対象とした手引書を活用した講義に関するリーフレットを作成した。

さらに、研究でまとめた講義内容を学習した学生を対象に、学習者用デジタル教科書を活用し

た学生による模擬授業を実施して、講義内容で参考になった点、困難を感じた点等をアンケー

ト及びインタビューにより調査し、学習者用デジタル教科書を活用した授業を実施する際の学

生の意識を明らかにした。（２年計画２年次） 

研究者 八木澤 史子  千葉大学教育学部助教 他 

 

③ 子供主体の学びにおける教員を対象とした教科書の使い方に関する調査研究 

児童生徒の自律的な教科書活用を推進する教師を対象に、学年や教科等によって、どのよう

なことを指導しているかについてインタビュー調査を実施した。さらに、その調査をもとに一

般教師に実践事例を紹介し、子供への教科書及び学習者用デジタル教科書の使い方の指導に取

り組んでもらい、困難感、成果等についてアンケート調査を実施した。（２年計画２年次） 

研究者 中尾 教子  鎌倉女子大学児童学部子ども心理学科教授 他 

 

④ 教科書読解に関するファシリテーター養成講座の開発 

全国各地で現職教員を対象として、受講者を学校等で教科書読解のためのワークショップを

行う研修講師として育成するための「教科書読解ファシリテーター養成講座」を開催し、研修

成果のデータを収集しその分析を行った。（２年計画１年次） 

研究者 佐藤 和紀   信州大学学術研究院教育学系准教授 

三井 一希   山梨大学教育学部准教授 

大久保 紀一朗 京都教育大学教職キャリア高度化センター講師 
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（３）デジタル教科書の活用 

＜全般＞ 

① 主体的・対話的で深い学びを実現するデジタル教科書活用の実証研究 

デジタル教科書と多種多様な教材、学習支援ソフトウェアを効果的に活用した授業実践を行

い、授業実践前に整理した「授業改善の期待効果」と授業実践及び事後の振り返りで取得した

「学習者の視点での学び」を比較し、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善効果の

検証を進めた。また、韓国のデジタル教科書等について現地調査を行った。（３年計画２年次） 

研究者 小林 祐紀  放送大学教養学部准教授 

 

＜算数・数学＞ 

① 小中学校の算数・数学科に関する学習者用デジタル教科書の活用に関する研究 

算数・数学の学習者用デジタル教科書の活用を通じて行う、「個別最適な学び」と「協働的な

学び」を一体的に充実する授業の改善や開発、学習者を中心とした授業デザインなど学習観・

授業観・教科書観の転換に関する研究、「令和の日本型学校教育」を担う教員の育成に係る教職

科目や研修プログラムの開発などを進めた。（３年計画２年次） 

実施大学 北海道教育大学、上越教育大学、福岡教育大学 

 

＜外国語＞ 

① 小中学校の外国語科に関する学習者用デジタル教科書の活用に関する研究 

教員養成大学と連携し、外国語科(英語)の学習者用デジタル教科書を活用した授業方法の開

発・改善や教員研修プログラムの開発などに関する調査研究を進めた。（３年計画３年次） 

実施大学 愛知教育大学、大阪教育大学、兵庫教育大学、鳴門教育大学 

 

② 教員が求める英語学習者用デジタル教科書の機能に関する調査研究 

全国で英語学習者用デジタル教科書を実際に活用している教員に対して、活用場面やその機

能・効果等について実態調査を行い、調査結果の分析を進めた。（２年計画２年次） 

研究者 斎藤 玲  東北大学大学院情報科学研究科/災害科学国際研究所助教 他 

 

２．海外教科書に関する調査研究 

（１）海外教科書制度等に関する調査研究 

① 海外教科書情報研究 

諸外国の教科書事情に関する調査研究成果（令和 2年 3月 31 日付報告書公表）をもとにホ

ームページで公開している海外教科書情報を更新した。 

更に、対象国を増やして調査研究を進め、2025年更新版に向けて原稿を執筆し、報告書を編

集した。 

 

② 個別最適な学びと教科書の在り方に関する国際比較調査～諸外国におけるデジタル教科書政

策と実相～ 

先進諸外国（シンガポール）におけるデジタル教科書等の使用実態調査を行い、我が国との

比較を行うなど調査分析を行った。（４年計画３年次） 
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研究者 二宮 皓  広島大学名誉教授 他 

 

（２）算数・数学の教科書の世界的潮流に関する調査研究Ⅱ 

先進諸外国における算数・数学の教科書について調査分析を進め、我が国の教科書の在り方

について検討を行った。（３年計画２年次） 

研究者 西村 圭一 東京学芸大学大学院教育学研究科教授 他 

 

３．研究助成 

（１）大学院生の教科書に関する研究論文作成に対する助成 

修士又は博士課程に在学する大学院生の教科書に関する論文作成に対する助成を行った。31

件の応募があり、10件を採択した。（11回目） 

本年度に提出された論文については、その概要を「センター通信」に掲載するとともに、論

文集を作成した。また、優れた研究論文ついては理事会で発表を行った。 

  

（２）若手研究者に対する教科書研究助成 

将来の教科書研究者を育て、教科書等に関する研究の振興を図るため、若手研究者による教

科書及びこれに関連する教材の研究に対する助成を行った。35件の応募があり、8件を採択し

た。（4回目） 

  

（３）小中高等学校等教科書研究助成 

当センターの研究成果物などを活用して校内研修や教育実践等を行う学校に対して助成を

行い、授業づくりやその改善につなげるとともに、その効果検証等を行った。 

助成対象校 東京都、静岡県、愛知県の小学校 4校 
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【事業Ⅲ】研修・普及・広報 

 

１．研修 

＜研修の実施＞ 

（１）研究成果を活用した教員研修プログラム作成 

大阪教育大学が作製する教員研修プログラムのコンテンツとして、当センターの研究成果

を活用した講座を制作するための検討を行った。 

 

（２）セミナーの開催 

①「デンマーク調査報告」及び「若手研究者に対する教科書研究助成事業研究発表と表彰式」 

・講 師  佐藤裕紀 氏（新潟医療福祉大学講師）、松島充 氏（香川大学教授） 

・受賞者  風早史子 氏（東京大学先端科学技術研究センター特任研究員） 

・日 時  令和 7年 9月 12日 

・場 所  教科書研究センター4階 第 2会議室 

・参加者  対面・オンライン参加者 約 110名 

 

②「デジタル学習基盤がもたらしていること－要するに、小学校外国語教育で何が大切なのか－」 

・講 師  直山木綿子 氏（関西外国語大学教授） 

・日 時  令和 7年 11月 1日 

・場 所  鳴門教育大学 総合学生支援棟 3階 F会議室 

・参加者  対面・オンライン参加者 約 100名 

 

③「算数・数学の教科書の世界的潮流に関する調査研究Ⅱ中間報告」 

・講 師 西村圭一 氏（東京学芸大学大学院教育学研究科教授）他 

・日 時 令和 8年 3月 27日 

・場 所 教科書研究センター4階 第 2会議室 

・参加者 対面・オンライン参加者 約 120名 

 

（３）各国からの研修、視察団の受け入れ 

JICA等を通じた研修や各国からの視察団の積極的な受け入れ対応等を行った。 

①「康軒文教」と「龍騰出版社」来訪（9月） 

教育情報化の現状と課題などについて意見交換を行った。 

康軒文教の黄輝鐘社長、李良娉副社長、林柏任副社長、龍騰出版社の李彦熹会長、陳美妃社長 

他 

 

②「台湾」出張（11月） 

国家教育研究院、台湾出版教科書協会及び教科書出版社を訪問して、デジタル教科書等の現

状と課題について、発表を行うとともに情報交換を行った。 

千石雅仁理事長、新津勝二事務局長 
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＜研修の支援＞ 

（１）教育委員会と連携した調査研究 

教育委員会において、域内の教員に対して当センターで作成した研究成果を活用した研修等

を行い各学校における授業改善につなげ、その効果等を検証した。 

連携する教育委員会：山梨県教育委員会（２年計画２年次） 

市川市教育委員会（２年計画１年次） 

 

（２）拡散型教員研修に関する実践的研究 

学習者主体の教科書・デジタル教科書の活用方法を周知する拡散型教員研修プログラムを構

築し、各地で実践を行った。（２年計画２年次） 

研究者 榊原 範久 上越教育大学教職大学院教授 

 

２．普及 

（１）研究成果の作成・配布 

「令和 4・5年度 若手研究者に対する教科書研究助成事業研究成果報告書」（令和 7年 7月）

及び「令和 6年度 大学院生の教科書研究論文助成事業論文集」（令和 8年 1月）を作成、配布し

た。 

 

（２）主体的・対話的で深い学びを実現するデジタル教科書活用に係る普及・啓発事業 

当センターで作成した「すぐに使える学習者用デジタル教科書活用事例集」を活用した事

例集、授業案等を同胞した研修パッケージの企画・作成を進め、市川市教育センターや東京

学芸大学教育フォーラムにおいて実践を行った。（３年計画２年次） 

研究者 佐藤 幸江  放送大学客員教授 

 

（３）「教科書研究イノベーションラボ」を活用した普及・発信 

大阪教育大学天王寺キャンパス「みらい教育共創館」において、当センターの研究成果を

活用した『みらい教育セミナー』等を開催した。 

・「事例で学ぶネットモラル体験型研修会」（広島県教科用図書販売㈱）（4月） 

・「第 2回デジタル教科書体験型研修会」（㈱新興出版社啓林館・理科）（5月） 

・「第 3回デジタル教科書体験型研修会」（日本文教出版㈱・社会）（6月） 

・「第 4回デジタル教科書体験型研修会」（教育出版㈱・音楽）（7月） 

・「学習者用デジタル教科書（算数・数学）の効果的な活用研究中間報告会」 

（北海道教育大学、上越教育大学、福岡教育大学）（8月） 

・「第 5回デジタル教科書体験型研修会」（光村図書出版㈱・国語）（8月） 

・「教科書の構造的な理解と授業デザイン講座」（佐藤和紀准教授、三井一希准教授、大久保紀一朗

講師）（8月） 

・「学習者用デジタル教科書（英語）を活用した授業づくり等研究最終報告会」 

（愛知教育大学、大阪教育大学、兵庫教育大学、鳴門教育大学）（3月） 
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３．広報 

（１）「センター通信」の発行 

「センター通信」№135（令和 7年 4月）、№136（令和 7年 6月）、№137（令和 7年 10月）、

№138（令和 8年 1月）を発行し、教科書発行会社・教育関係機関等に配布した。（2,000部） 

※№136 デンマーク調査報告 臨時増刊号 

 

（２）日本教育工学協会全国大会等におけるセミナー・ワークショップ等の開催、資料配布等 

① 「全国初等教育研究会教育シンポジウム」東京（7月） 

資料配付及びセンター概要紹介プレゼン（参加者約 160名） 

② 「全日本教育工学研究協議会全国大会」つくば市（11月） 

ワークショップの開催及びブース出展による資料配付（参加者約 1,200人） 
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収益事業 

 

【事業Ⅳ】その他（建物賃貸等） 

 

教科書研究センター施設利用規則に基づき施設の一部を事務室及び会議室として次のとおり貸

付を行った。 

 

（１）家屋貸付 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）会議室等貸付 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

使用団体名 使用面積 賃借料月額 

 
教 科 書 協 会 

全国教科書供給協会 

教科書著作権協会 

㎡ 

    １３２ 

    １１１ 

      ７２ 

千円 

    １９６ 

    １６４ 

    １０６ 

計     ３１５     ４６６ 

会議室名 
使用時間 

時間数 日数 

第１会議室 

第２会議室 

第４会議室 

第５会議室 

調査相談室 

 ７時間 

 ６８時間 

１５０時間 

２１時間 

 ３５時間 

 ０日 

 ０日 

 １１.５日 

   ０日 

 ０日 
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賛助会員名簿 

 

（１）一般 

                                                                   令和 8年 3月現在 

会員名 会員名 会員名 

artience㈱ ㈱トーハン 明治図書出版㈱ 

王子製紙㈱ TOPPANホールディングス㈱ ㈱リーブルテック 

㈱教育新聞社 新村印刷㈱  

教科書販売㈱ ㈱日教販  

新生紙パルプ商事㈱ 日本紙通商㈱   

(一社)全国教科書供給協会 ㈱日本教育新聞社  

ダイニック㈱ 日本出版販売㈱  

大日本印刷㈱ 日本製紙㈱  

㈱中央本社 ㈱文理  

（計 20社）                                                               

 

（２）教科書発行者                                                             

令和 8年 3月現在 

会員名 会員名 会員名 

東京書籍㈱ 光村図書出版㈱ ㈱第一学習社 

大日本図書㈱ ㈱帝国書院 ㈱桐原書店 

実教出版㈱ ㈱大修館書店  

開隆堂出版㈱ ㈱新興出版社啓林館  

学校図書㈱ ㈱山川出版社  

㈱三省堂 ㈱音楽之友社  

教育出版㈱ 数研出版㈱  

㈱教育芸術社 日本文教出版㈱  

㈱清水書院 ㈱明治書院  

（計 20社） 

 

 

附属明細書 

「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第 34 条第 3 項に規定する「事業

報告の内容を補足する重要な事項」は、特にない。 
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処務の概要 

１．役員等に関する事項 

（１）理事、監事名簿 

 自 令和 5年 6月 20日 

任期 

 至 令和 6年度に関する定時評議員会終結時 

 

    ○印：資金運用委員会委員 

役職名 氏  名 現    職    名 資金 

理  事  長 千 石 雅 仁 元・東京書籍㈱代表取締役社長 ○ 

副理事長 清 水   潔 弁護士（TMI総合法律事務所） ○ 

＊ 常務理事 白 間 竜一郎  （公財）教科書研究センター常務理事（資金運用執行責任者） ○ 

理   事 赤 堀 侃 司 東京工業大学名誉教授・(一社)ICT CONNECT 21会長  

〃 天 笠   茂 千葉大学名誉教授  

〃 石 島 美也子 弁護士（石島法律事務所所長）  

〃 伊 東 千 尋 教育出版㈱代表取締役社長  

〃 小 田 良 次 実教出版㈱代表取締役社長 ○ 

〃 岸 田 和 明 慶應義塾大学文学部教授  

〃 佐々木 秀 樹 日本文教出版㈱代表取締役社長 ○ 

〃 鳩 貝 太 郎 東京都立大学客員教授・国立教育政策研究所名誉所員  

監    事 市 川 かおり ㈱教育芸術社代表取締役社長  

〃 濱 高   大 市ヶ谷経理税理士法人代表社員  

＊常勤の役員は常務理事のみ。他は非常勤役員。 
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（１）理事、監事名簿 

 自 令和 7年 6月 27日 

任期 

 至 令和 8年度に関する定時評議員会終結時 

 

    ○印：資金運用委員会委員 

役職名 氏  名 現    職    名 資金 

理  事  長 千 石 雅 仁 元・東京書籍㈱代表取締役社長 ○ 

副理事長 清 水   潔 弁護士（TMI総合法律事務所） ○ 

＊ 常務理事 白 間 竜一郎  （公財）教科書研究センター常務理事（資金運用執行責任者） ○ 

理   事 天 笠   茂 千葉大学名誉教授  

〃 石 島 美也子 弁護士（石島法律事務所所長）  

〃 伊 東 千 尋 教育出版㈱代表取締役会長  

〃 小 田 良 次 実教出版㈱代表取締役社長 ○ 

〃 岸 田 和 明 慶應義塾大学文学部教授  

〃 佐々木 秀 樹 日本文教出版㈱代表取締役社長 ○ 

〃 鳩 貝 太 郎 東京都立大学客員教授・国立教育政策研究所名誉所員  

〃 東 原 義 訓 信州大学名誉教授  

監    事 市 川 かおり ㈱教育芸術社代表取締役社長  

〃 濱 高   大 市ヶ谷経理税理士法人代表社員  

＊常勤の役員は常務理事のみ。他は非常勤役員。 
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（２）評議員名簿 

 

                                                         自 令和 5年 6月 20日 

 任期 

                                                          至 令和 8年度に関する定時評議員会終結時 

役 職 名 氏   名 現    職    名 

評 議 員 大 熊 隆 晴 開隆堂出版㈱代表取締役会長 

〃 鎌 田 和 宏 帝京大学教育学部教授 

〃 川 又 英 宏 （一社）全国教科書供給協会会長 

〃 小 泉 与 吉 全国連合小学校長会事務局長 

〃 小 嶋 茂 稔 東京学芸大学副学長 

〃 佐 藤   清 ㈱帝国書院特別顧問 

〃 佐 藤 諭 史 ㈱新興出版社啓林館代表取締役社長 

〃 佐 藤 幸 江 放送大学客員教授 

〃 澤 田 真 弓 
星槎大学大学院教授・国立特別支援教育総合研究所客員研究員（評議員会

会長の職務代行者） 

 〃 鈴 木 一 行 ㈱大修館書店代表取締役社長 

〃 銭 谷 眞 美 （公財）新国立劇場運営財団理事長（評議員会会長） 

〃 野 澤 伸 平 ㈱山川出版社取締役会長 

〃 原   富美夫 元・全国市町村教育委員会連合会事務局長 

〃 冨士道 正 尋 全日本中学校長会事務局長 

〃 星 野 泰 也 数研出版㈱代表取締役社長（評議員会会長の職務代行者） 

〃 別 所 信 啓 （一社）全国教科書供給協会会長 

〃 宮 本 久 也 全国高等学校長協会事務局長 

〃 吉 田 直 樹 光村図書出版㈱代表取締役社長 

〃 𠮷 水 裕 也 関西学院大学教育学部教授 

   
（注）任期 原 富美夫 ： 自 令和 5年 6月 20日 至 令和 6年 6月 30日（辞任） 

 川又 英宏 ： 自 令和 3年 7月 1日 至 令和 7年 6月 30日（辞任） 

 小嶋 茂稔 ： 自 令和 7年 7月 1日（就任） 

 別所 信啓 ： 自 令和 7年 7月 1日（就任） 
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（３）調査研究企画委員名簿 

 自 令和 6年 7月 

 任期 

                                                          至 令和 8年 6月末 

役 職 名 氏   名 現    職    名 専門分野 

委員長 天 笠   茂 千葉大学名誉教授 学校経営学 

副委員長 松 本   修 元玉川大学教職大学院教授 国語教育 

委員 山 内 敏 男 兵庫教育大学大学院学校教育研究科教授 社会科教育 

〃 西 村 圭 一 東京学芸大学大学院教育学研究科教授 数学教育 

〃 田 代 直 幸 常葉大学大学院学校教育研究科教授 理科教育 

〃 投 野 由紀夫 東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授 英語教育 

〃 島 田 英 昭 信州大学学術研究院教育学系教授 教育心理学 

〃 益 川 弘 如 青山学院大学教育人間科学部教授 学習科学、認知科学 

〃 姫 野 完 治 北海道教育大学教授（札幌校） 教師教育学 

〃 澤 野 由紀子 聖心女子大学現代教養学部教授 比較教育 

〃 渡 邊 あ や 津田塾大学学芸学部教授 比較教育 

〃 丹 羽   登 関西学院大学教育学部教授 特別支援教育 

〃 髙 木 まさき 横浜国立大学名誉教授・教科書研究センター統括研究監 国語教育 

〃 野 田 由美子 光村図書出版㈱第一編集部小学校国語課長 国語 

〃 児 島 素 志 教育出版㈱編集局社会科編集長 社会 

〃 藤 原 智 志 ㈱新興出版社啓林館数学編集部第 1課課長 算数・数学 

〃 太 田 綾 子 大日本図書㈱編集局中学校理科編集長 理科 

〃 榮   彰 子 東京書籍㈱編集局英語編集部長中学校英語編集長 英語   

〃 倉 本 晴 彦 日本文教出版㈱取締役編集本部長 芸術 

〃 樋 野 行 平 日本文教出版㈱図画工作・美術編集統括部部長 芸術 

〃 山 浦 弘 照 実教出版㈱第一編修部長 職業 

（注）任期 倉本 晴彦 ： 自 平成 26年 5月 1日 至 令和 7年 9月 30日（辞任） 

 樋野 行平 ： 自 令和 7年 10月 1日（就任） 
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（４）特別研究員名簿 
  自 令和 7年 4月 
 任期 
                                                           至 令和 9年 3月末 

氏  名 現    職    名 専門分野 

 安 藤 明 伸 広島工業大学情報学部教授 技術教育 

 磯 﨑 哲 夫 広島大学大学院人間社会科学研究科教授 理科教育 

 内ノ倉 真 吾 鹿児島大学法文教育学域教育学系准教授 理科教育 

*2 大久保 紀一朗 京都教育大学教育創生リージョナルセンター機構講師 教育工学 

 岡 部 恭 幸 神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授 数学教育 

 鴨 川 明 子 早稲田大学教育・総合科学学術院教授 比較教育 東南アジア 

 岸 本 睦 久 文部科学省総合教育政策局参事官(調査企画担当)付外国調査官 比較教育 アメリカ 

 齊 藤 忠 彦 信州大学教育学部教授 音楽教育 

*2 榊 原 範 久 上越教育大学大学院学校教育研究科教授 教育工学 

*2 佐 藤 和 紀 信州大学教育学部准教授 教育工学 

 佐 藤 寿 仁 岩手大学教育学部准教授 数学教育 

 高 木 幸 子 新潟大学名誉教授 家庭科教育 

 田 中 光 晴 文部科学省総合教育政策局調査企画課専門職 比較教育 韓国 

*1 中 川   哲 社会構想大学院大学コミュニケーションデザイン研究科教授 教育工学 

  文部科学省初等中等教育局視学委員  

*2 中 尾 教 子 鎌倉女子大学児童学部教授 教育工学 

 中 村 和 弘 東京学芸大学教育学研究科教授 国語教育 

 林   寛 平 信州大学大学院教育学研究科准教授 比較教育 スウェーデン 

 藤 井 穂 高 筑波大学人間系教育学域教授 比較教育 フランス 

 藤 森 裕 治 文教大学教育学部教授 国語教育 

 星 野 由 子 千葉大学教育学部准教授 英語教育 

 町 田 智 久 国際教養大学専門職大学院英語教育実践領域教授 英語教育 

*2 三 井 一 希 山梨大学大学院総合研究学部教育学域准教授 教育工学 

 宮 崎 三喜男 専修大学経済学部専任講師 社会科教育 

 森   有 希 高知大学大学院綜合人間自然科学研究科教授 道徳教育 

*2 八木澤 史 子 千葉大学教育学部助教 教育工学 

 山 内 敏 男 兵庫教育大学学校教育研究科教授 社会科教育 

 山 田 芳 明 鳴門教育大学大学院学校教育研究科教授 美術科教育 

*1： 研究顧問 

*2： 連携研究員 
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２．職員に関する事項 

（１）事務局職員（非常勤職員を含む。） 

 

 

３．会議に関する事項 

（１）通常理事会 

 開催日時 開催場所 議          題 

43
回 

7.6.5(木) 

13時 00分～ 

14時 00分 

教科書研究センター 議事 

１．令和 6年度事業報告について 

２．令和 6年度収支決算について 

報告事項 

１．職務執行状況報告（令和 7年 3月 19日～令和 7年 6月 4日） 

２．資金運用状況報告 

その他 

１．役員・評議員の改選等について 

２．その他 

44
回 

7.10.23（木） 

14時 00分～ 

15時 00分 

教科書研究センター 議事 

１．大学院生の教科書研究論文助成の助成対象について 

２．第 15回臨時評議員会の開催について 

報告事項 

１．教科書研究センター創立 50周年記念関係事業について 

２．職務執行状況報告（令和 7年 6月 4日～令和 7年 10月 22日） 

３．資金運用状況報告 

その他 

教科書研究センターの広報活動について 

氏    名 職    名 採用年月日 備 考 

髙 木 まさき 統括研究監 令和 6. 4. 1  

新 津 勝 二 
事務局長、兼総務部長、兼附属教科書図書館

副館長 
令和 6. 6. 1 採用時参与、令和 6.7.1昇任 

小 滝 恵 子 総務部庶務主任 平成 21. 4. 1  

平 野 佳 那 子 総務部職員 令和 2. 4. 1  

山 下   愛 総務部会計主任 平成 19. 4. 1  

小 島  り ら 総務部職員 令和 3. 3. 1  

郡 山 直 子 図書館係長、司書  平成 25. 9. 1  

本 間 亜 希 子 図書館係調査主任、司書 令和 2. 4. 1  
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45
回 

8.3.9（月） 

13時 20分～ 

14時 20分 

教科書研究センター 議事 

１．若手研究者に対する教科書研究助成の採択について 

２．令和 8年度事業計画について 

３．令和 8年度収支予算について 

４．令和 8年度の資金運用の執行方針及び計画について 

５．令和 8年 6月定時評議員会の開催について 

報告事項 

１．職務執行状況報告（令和 7年 10月 23日～令和 8年 3月 8日） 

２．資金運用状況報告 

その他 

令和 6年度 大学院生の教科書研究論文助成事業 優秀賞発表及び表彰

式 

 

（２）臨時理事会 

 開催日時 開催場所 議          題 

８
回 

7.6.27（金） 

15時 00分～ 

15時 30分 

教科書研究センター 議事 

１．理事の役職の互選について 

その他 

１．資金運用委員会委員の指名等について 

 

（３）定時評議員会 

 開催日時 開催場所 議          題 

15
回 

7.6.27（金） 

14時 00分～ 

15時 00分 

教科書研究センター 議事 

１．令和 6年度事業報告について 

２．令和 6年度収支決算について 

３．任期満了による役員の改選等について 

報告事項 

１．資金運用状況報告 

 

（４）臨時評議員会 

 開催日時 開催場所 議          題 

15
回 

8.3.9（月） 

15時 00分～ 

16時 00分 

教科書研究センター 議事 

１．令和 8年度事業計画について 

２．令和 8年度収支予算について 

報告事項 

１．資金運用状況報告 

２．令和 8年 6月定時評議員会の開催について 

３．その他 

教科書研究センターの広報活動について 

 

（５）監査 

  〇令和 7年度業務執行状況監査    令和 7年 5月 21日 

  〇令和 6年度収入支出決算監査       〃 

  〇令和 6年度財産管理状況監査       〃 



 

19 

 

（６）各種会議 

 

 

４．契約に関する事項 

○建物管理委託（整備、清掃、設備点検等）  

○空調設備機器保守 

○昇降機保守 

○その他、電話機、複合機等、パソコン等のリース契約を行っている。 

会    議    名 回数 

資金運用委員会 2 

調査研究企画委員会 2 


